
今月の主な内容 今月の表紙
１月１１日（日）、平成２７年紀美野町成人
式が、新成人７９人が出席して中央公民館で行
われました。（紀美野町民歌を斉唱する新成人の
皆さん）　　　　　　　【４・16面に関連記事】
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平 成 25 年 度 決 算 の 公 表
一般会計決算は、歳入総額８７億１，８９１万円、歳出総額
８２億２８８万円で差引残高５億１，６０３万円となり、そのうち翌
年度へ繰越すべき財源の２，１０２万円を差し引いた４億９，５０１万
円が実質収支（黒字）となりました。
平成２５年度末地方債現在高は、１００億１，０６４万円となり、対前年比４億３５１万円の減額となりま
した。平成２５年度財政調整基金残高は、９億８，６６８万円となり、対前年比８，５７４万円の減額となり
ました。
歳出目的別では、公債費が２１．１％、民生費が１８．４％とこれらが多くを占めることとなりました。
地方自治体の財政は、極めて厳しい状況が続いています。しかし、限られた財源の中で、行政効率の向上
を目指し、効果あるサービスを提供していきます。

会　計　区　分 歳入 歳出 差引
一　般　会　計 87億1,891 82億　288 5億1,603

特別会計

国民健康保険事業 15億8,423 15億3,719 4,704
国民健康保険
直営診療所事業 7,019 6,625 394

野上簡易水道事業 5,950 4,213 1,737
美里簡易水道事業 1億　232 1億　126 106
農業集落排水事業 2,646 2,608 38
介護保険事業 15億8,471 15億5,197 3,274
のかみふれあい
公園運営事業 4,548 4,435 113

後期高齢者医療 3億4,559 3億4,361 198

企業会計 上水道事業会計
（収益的収支） 1億1,081 9,959 1,122

（単位：万円）

３面に続く

参考）
「公債費」･･･借金等の償還に要する経費
「民生費」･･･社会福祉、身体障害者、高齢者、児童福祉、生活保護及び災害救助関係に要する経費

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金
2億2,806万円
（2.6％）

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
寄付金
繰入金
繰越金
諸収入
11億4,261万円
（13.2％）

町税
8億4,904万円
（9.7％）

町債
11億 9,415万円
（13.7％）

民生費
15億648万円
（18.4％）

衛生費
11億388万円
（13.4％）

（　）内は構成比

総務費
9億8,343万円
（12.0％）

教育費
7億5,542万円
（9.2％）

土木費
5億7,608万円
（7.0％）

諸支出金
4億6,779万円
（5.7％）

農林水産業費
4億6,028万円
（5.6％）

消防費
4億4,136万円
（5.4％）

議会費
9,098万円
（1.1％）

災害復旧費
5,474万円
（0.7％）

商工費
3,064万円
（0.4％）

県支出金
4億2,644万円
（4.9％）

国庫支出金
7億7,677万円
（8.9％）

地方交付税
41億184万円
（47％）

公債費
17億3,180万円
（21.1％）

合　計
87億1,891万円

歳  入
合　計

82億288万円

歳  出

町民1人当り
使われたお金
819,714円

町民1人当り
納めたお金
84,845円

1世帯当り
使われたお金

1,811,990円

人口10,007人
( 平成 26年 3月31日現在 )

世帯数　4,527戸

1世帯当り
納めたお金

187,550円
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現年課税分 滞納繰越分 合計
市町村民税 3億4,903 409 3億5,312
固定資産税 4億3,629 308 4億3,937
軽自動車税 2,961 35 2,996
町たばこ税 2,618 0 2,618
入 湯 税 41 0 41
合　　　 計 8億4,152 752 8億4,904

平成24年度末
現在高

平成25年度
発行額

平成25年度償還額 平成25年度末
現在高元金 利子 計

104億14 11億94 15億97 1億34 17億31 100億11

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
　
賞
!!

大
和
公
明 

氏
（
長
谷
宮
）

昨
年
11
月
21
日
、
東
京
都
の
日

比
谷
公
会
堂
で
全
国
社
会
福
祉
大

会
が
開
催
さ
れ
、
民
生
功
労
と
し

て
大
和
公
明
氏
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
都
合
に
よ
り
大
和
氏
は
欠
席

さ
れ
ま
し
た
が
、
12
月
22
日
、
美

里
支
所
に
お
い
て
寺
本
町
長
か
ら

表
彰
状
及
び
記
念
品
の
伝
達
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

大
和
氏
は
平
成
４
年
か
ら
民
生

委
員
・
児
童
委
員
を
務
め
ら
れ
、

地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
社
会

福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
長
年
に
わ
た
る

ご
貢
献
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
、

今
後
も
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。

左
記
地
区
に
お
い
て
委
員
に
変

更
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

【
平
成
27
年
１
月
１
日
付

　

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱

　

敬
称
略
】

谷
地
区　

東　

洋
子

（
℡ 

４
９
８
‐
０
２
１
４
）

　
　

【
平
成
26
年
12
月
31
日
付

　

退
任　

敬
称
略
】

谷
地
区　

中
尾　

登

長
年
に
わ
た
り
、
地
域
福
祉
の

担
い
手
と
し
て
社
会
福
祉
の
向
上

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（単位：百万円）地方債残高の状況

町税の内訳 （単位：万円）

平成26年度

民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
変
更
に
な
り
ま
し
た

昨年 12 月 17 日、国道３７０号 の「小西
工区」バイパス部（約 0,2㎞ / 大門大橋Ｌ＝
91・４ｍを含む）が供用開始され、 県や町、
地元関係者らがパイバスの完成を祝いまし
た。
県が平成 23 年度から幅員狭小、線形不良

のため道路改良工事を進めていたもので、
このバイパスの完成により小西工区（約 1.1
㎞）の全線が開通しました。
現道は大型車の対向が困難でしたが、新

しいバイパスの完成により、車両の円滑な
運行が確保されました。

優秀賞に中西楓香さんが
選ばれました！

「第 34 回全国中学生人権作文
コンテスト」和歌山県大会（応
募総数７，９６３作品）におい
て、野上中学校３年生の中西楓
香さんの作文が、優秀賞に選ば
れました。
中西さんは学校の人権学習において、「障がい者
とともに生きる」というテーマの中で、自分が考え、
そして感じたことを、作文を通して多くの方々に伝
えたいと思ったそうです。
中西さん、受賞おめでとうございます。

寺
本
町
長
か
ら
表
彰
状
の
伝
達
を
受
け
る

大
和
氏
（
12
月
22
日
・
美
里
支
所
に
て
）

大門大橋で行われたテープカット
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紀
美
野
町
消
防
訓
練
初
め
式

が
、
１
月
11
日
（
日
）
午
前
９
時

か
ら
紀
美
野
町
農
村
総
合
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
消
防
職
団
員
総

勢
５
８
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
寺
本
町
長
の
式

辞
、
家
本
消
防
長
の
訓
示
の
後
、

団
員
表
彰
、
新
入
団
員
（
15
名
）

の
紹
介
と
、
昨
年
田
辺
市
で
開
催

さ
れ
た
第
25
回
和
歌
山
県
消
防
ポ

ン
プ
操
法
大
会
に
出
場
し
た
第
２

分
団
（
動
木
地
区
）
の
皆
様
に
よ

る
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
披
露
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
紀
美
野
町
吹

奏
楽
団
の
演
奏
に

よ
り
、
一
層
式
典

が
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

式
典
終
了
後
、

分
列
行
進
、
同
セ

ン
タ
ー
下
の
河
原

で
放
水
訓
練
が
行

わ
れ
、
一
糸
乱
れ

ぬ
行
動
か
ら
、
町

民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
と
い
う
士

気
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

平
成
27
年
紀
美
野
町
成
人
式

が
、
１
月
11
日
（
日
）
午
後
１
時

30
分
か
ら
中
央
公
民
館
で
開
か

れ
、
艶
や
か
な
晴
れ
着
や
新
し
い

ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
79

人
が
出
席
し
ま
し
た
。
町
内
で
成

人
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
平
成
６

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
96
人

（
男
性
51
人
、
女
性
45
人
）
で
す
。

式
で
は
新
成
人
の
紹
介
の
あ

と
、
寺
本
町
長
が
「
自
分
の
将
来

像
を
し
っ
か
り
念
頭
に
描
き
、
ゆ

る
ぎ
な
い
信
念
と
決
意
で
、
人
生

を
切
り
開
い
で
下
さ
い
。」
と
あ

い
さ
つ
。
続
い
て
来
賓
の
方
々
か

ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
こ
れ
に
対

し
て
、
新
成
人
を
代
表
し
て
堀
口

澪
月
さ
ん
（
安
井
）
が
「
今
日
ま

で
私
た
ち
を
育
て
、
励
ま
し
、
ご

指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
家
族
や
先

生
方
、
地
域
の
皆
様
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
に

関
心
を
も
ち
、
少
し
で
も
社
会
に

貢
献
で
き
る
よ
う
に
、
力
を
蓄
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と

お
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。式

後
、
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
、

“
成
人
の
一
歩
”
を
カ
メ
ラ
に
納

め
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
内
は
久
し
ぶ
り
に
会
う
旧

友
た
ち
と
楽
し
く
語
り
あ
っ
た

り
、
写
真
を
撮
り
合
っ
た
り
と
終

始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

◎
海
南
税
務
署
は
、
土
・
日
・
祝

日
は
閉
庁
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、税
務
署
へ
お
越
し
の
方
は
、

駐
車
場
及
び
周
辺
道
路
が
非
常

に
混
雑
し
ま
す
の
で
、
電
車
バ

ス
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

海
南
税
務
署　

℡ 

０
７
３
‐

４
８
２
‐
０
９
０
０

※　

還
付
申
告
は
、
平
成
27
年
２

月
15
日
（
日
）
以
前
で
も
行
え

ま
す
（
税
務
署
の
閉
庁
日
（
土
・

日
曜
・
祝
日
等
）
は
、
税
務
署

で
は
相
談
及
び
申
告
書
の
受
付

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。）。

町
民
の
安
全
と
安
心
な
暮
ら
し
を
願
っ
て

平
成
27
年
　
紀
美
野
町
消
防
訓
練
初
め
式

海
南
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

新
成
人
の
門
出
祝
う
!!
　
　
　
　
　

平
成
27
年 

紀
美
野
町
成
人
式

団員を観閲する寺本町長ら

小型ポンプ操法の披露（第 2 分団）

お礼の言葉を述べる堀口澪月さん

放水訓練
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12
月
23
日
（
祝
・
火
）、
小
川

の
郷
“
冬
の
星
ま
つ
り
”（
小
川

地
区
寄
合
会
・
小
川
小
学
校
主

催
）
が
小
川
小
学
校
運
動
場
で
開

か
れ
、
多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

昨
年
よ
り
西
野
地
区
の
休
耕
田

（
約
10
ア
ー
ル
）
で
ヤ
ギ
が
放
牧

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、中
繒
圖
和
成
さ
ん（
西

野
）
が
除
草
対
策
に
と
放
牧
し
て

い
る
も
の
で
、
昨
年
４
月
に
雄
の

ヤ
ギ
（
じ
ゅ
う
べ
え
）
を
購
入
し
、

７
月
に
は
雌
の
ヤ
ギ
（
リ
リ
ー
）

を
借
り
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、

12
月
に
は
雌
の
ヤ
ギ
２
頭
（
ジ
ュ

リ
ー
と
メ
リ
ー
）
が
生
ま
れ
、
４

頭
と
な
り
ま
し
た
。
田
の
周
り
を

ネ
ッ
ト
で
囲
み
、
農
業
用
倉
庫
を

ヤ
ギ
の
小
屋
と
し
て
利
用
し
て
い

ま
す
。

動
物
好
き
の
中
繒
圖
さ
ん
は

「
休
耕
田
の
雑
草
処
理
は
大
変
で

す
が
、
ヤ
ギ
が
き
れ
い
に
食
べ
て

く
れ
て
大
助
か
り
で
す
。
そ
れ
に

ヤ
ギ
は
た
い
へ
ん
可
愛
い
で
す

よ
。」
と
話
し
て
い
ま
す
。

昨
年
12
月
、
田
舎
暮
ら
し
に
興

味
が
あ
る
方
や
家
の
改
修
作
業
に

興
味
が
あ
る
方
を
対
象
に
、
住
宅

改
修
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
し
た
。

講
師
の
方
に
工
具
の
使
い
方
な

ど
を
説
明
し
て
も
ら
い
、
参
加
者

自
ら
が
実
際
に
工
具
を
使
っ
て
床

板
の
張
り
替
え
や
屋
根
の
改
修
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
昼
食
時
に

は
参
加
者
同
士
で
田
舎
暮
ら
し
に

つ
い
て
意
見
交
換
な
ど
を
し
、
お

互
い
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
実
際
の
改
修

に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ

た
。
」
「
工
具
の
使
い
方
や
作
業

の
仕
方
が
勉
強
で
き
た
。
」
な
ど

の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
６
時
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
点
灯
式
が
行
わ
れ
、
校
庭
の
高

さ
25
ｍ
の
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
の
木
と

校
舎
を
飾
っ
た
電
球
が
点
灯
さ

れ
、
会
場
内
か
ら
大
き
な
歓
声
が

上
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
背
景
に

小
川
小
学
校
児
童
13
人
に
よ
る

「
小
川
っ
子
傘
踊
り
」
や
地
元
の

女
子
高
校
生
３
人
に
よ
る
歌
、
坂

本
獅
子
舞
保
存
会
に
よ
る
獅
子
舞

が
披
露
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
１
月

８
日
（
17
時
～
22
時
）
ま
で
点
灯

さ
れ
ま
し
た
。

小
川
の
郷
に

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン輝

く
!!

冬
の
星
ま
つ
り 

開
か
れ
る

休
耕
田
の
除
草
対
策
に

ヤ
ギ
を
放
牧
!!

西
野
の
中
繒
圖
さ
ん

き
み
の
定
住
を

支
援
す
る
会
だ
よ
り

まちづくり推進協議会　紀美野史発見部会からのお知らせ
みる　あるく　きみの

＝若山牧水ゆかりの地と野上八幡宮＝

今回は、若山牧水ゆかりの地と野上八幡宮を巡りま
す。１月の回覧でご案内しておりますが、保健福祉課
と共催で開催し、歩くことで健康推進を目的とするこ
とも兼ねます。
■日　時　平成27年２月３日(火)　９時から12時
　　　　　８時30分に紀美野町役場にて受付開始
　　　　　※まだ申込されていない方も当日参加できます。
　　　　　雨天の場合は２月５日(木)
■行　先　野上八幡宮、旧石本邸ほか　徒歩移動　
　　　　　片道約２ｋｍ（約30分）
■参加費　無料
■持ち物　飲み物、必要に応じ雨具などご用意下さい。
■主　催　まちづくり推進協議会　紀美野史発見部会
■共　催　和歌山保健医療圏地域職域連携推進協議会
　　　　　紀美野町保健福祉課
■問い合わせ・連絡先
　　　　　役場美里支所 産業・建設室
　　　　　℡ 495‐3462　FAX　495‐3334
　　　　　（ただし、電話の場合は、9時から 12 時、
　　　　　13時から17時）

ヤギの世話をする中繒圖さん

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
背
景
に
「
小
川
っ
子
傘

踊
り
」
を
披
露
す
る
小
川
小
学
校
の
児
童
の
皆

さ
ん

住
宅
改
修
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

納
屋
の
屋
根
改
修
作
業
の
様
子
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平成26年度衛生カレンダーをご覧ください。

子育て支援センターからのお知らせ
■保育所開放のご案内〈申し込みは、各保育所まで〉

○野上第１保育所：2 月　9 日（月）・23 日（月）　℡４８９－２１４４
○野上第２保育所：2 月　3 日（火）・17 日（火）　℡４８９－４９５３
○神野保育所　　：2 月　4 日（水）・18 日（水）　℡４９５－２０４９
○毛原保育所　　：2 月 25 日（水）　　　　　　 　℡４９９－０１３１

■遊びの教室のご案内〈申し込みは、支援センター ℡ 489 － 2144 まで〉
　※留守の場合は、野上第 1 保育所

○コアラ　　　　2 月　5 日（木）9 時 30 分〜 11 時 30 分　総合福祉センター（プレイルーム）
○カンガルー　　2 月 17 日（火）9 時 30 分〜 11 時　　　　子育て支援センター
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。

■子育て支援センター・文化センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用ください。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

【子育て支援センター】 動木 156（℡ 489 － 2144）
　　　　　　　　　　 月〜金曜日（土・日・祝は休み）（10 時～ 12 時・13 時～ 16 時）
　　　　　　　　　　 2 月　9 日（月）は『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ
　　　　　　　　　　 2 月 23 日（月）は栄養士による栄養相談

【文 化 セ ン タ ー】神野市場 217（℡ 495 － 9055）
　　　　　　　　　　 毎月第 2、4 週の木曜日（9 時 30 分～ 11 時 30 分）
　　　　　　　　　　 2 月 12 日（木）は栄養士による栄養相談
　　　　　　　　　　 2 月 26 日（木）は『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ

【育児相談】子育て支援センターでは、随時行っています。町内保育所でも来所、電話などで行っています。
　　　　　※子育てに関する悩み事等、個別に面談・電話・訪問相談を行います。

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健 康 相 談 健康診断書の作成等を行います。（予約制）
2 月　9 日（月）　
2 月 23 日（月）　　
　　9 時 30 分〜 10 時 30 分（受付）

エ イ ズ 検 査
肝炎ウイルス検査

検査の結果は、次回の健康相談時に本人にお知らせし
ます。（予約制）

検 便 容器が必要な方は、事前にお渡しします。

こ こ ろ の
健 康 相 談

こころの健康に不安をもつ方やその家族で相談を希望
される方には、精神科医師が相談に応じます。

（一週間前までに要予約）	
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

2 月　4 日（水）　　　9 時〜
2 月 25 日（水）　　13 時 30 分〜

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と
登録手続きを行います。（予約制）

2 月　9 日（月）　
2 月 23 日（月）

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日〜金曜日（祝・祭日除く）　　

エイズ即日検査 検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断された
場合は約２週間後）にお知らせします。（予約制） 2 月 23 日（月）　17 時～ 19 時

問い合わせ、申し込みは、海南保健所まで。		  海南市大野中９３９　（℡  ４８２－０６００）

10 時 30 分〜 11 時 30 分

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕平日（8時 30 分～ 17 時 15 分）　℡４８９－９９６０（直通）
　　　　　休日・夜間（17時15分以降）　℡４８９－２４３０
〔場　所〕紀美野町下佐々 1408-4　紀美野町総合福祉センター内
〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

健康相談のお知らせ　（２月の日程）
■場　所　総合福祉センター
■と　き　毎週水曜日　４日、18 日、25 日
■時　間　９時～ 11 時　
■対象者　住民すべての方
■内　容　健康に関することすべて
　　　　　・乳幼児の相談　
　　　　　・離乳食の相談
　　　　　・健診結果の相談　等
各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今後

のよりよい生活につなげましょう。
生活改善に関心のある方は、保健師・栄養士が相談に応じ

ますので、お気軽にお問い合わせください。
★母子健康手帳・健康手帳・健康管理ファイルをお持ちの方は、必
ず持ってきてください。

★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこな
います。

■問い合わせ　保健福祉課（℡４８９－９９６０）

保健センターだより

《献血にご協力お願いします。》
　　■日　時　2 月 6 日（金）
　　　　　　　9 時～ 12 時・13 時～ 15 時
　　■場　所　海南高等学校大成校舎
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障がい者巡回相談のお知らせ

健康づくりコーナー 【問い合わせ・申し込み先】
保健福祉課（総合福祉センター）　℡ 489-9960

対　象　者 月　　　日 場所・時間 予　　約　　先

精神障がいの方・
家族の方

２月   3 日（火）

総合福祉センター
　9 時 30 分～ 12 時

美里支所
　13 時 30 分～ 16 時

●野上厚生病院内相談支援事業所
●和歌山県福祉事業団海草圏域　
　障害児者相談支援事業所「らん」

℡４８９－２９０８

℡４９４－３５３９

身体障がいや
知的障がいの方・
家族の方

２月 18 日（水）

総合福祉センター
　9 時 30 分～ 12 時

美里支所
　13 時 30 分～ 16 時

●療育センターＡ
あ

Ｏ
お

Ｉ
い

●和歌山県福祉事業団海草圏域
　障害児者相談支援事業所「らん」

℡４８３－０４５４

℡４９４－３５３９

平成２６年度　中央公民館　介護予防講座のお知らせ
いつまでも元気で自分らしく暮らしていくために、自立して健康

に暮らせる期間（健康寿命）をできるだけ長く延ばしたいですね。
　平成２６年度は３回シリーズで健康寿命を延ばす方法について紹
介します。興味のある方はぜひご参加ください。

【場　所】中央公民館　２階　視聴覚室
【時　間】1 ３時３０分～１５時３０分

日　程 内　　容

① ２/1６（月）
歯と口のケア（歯科衛生士より）
若さと元気を保つ食生活　（栄養士より）
◎簡単料理の試食があります。材料費として100円ご持参ください。

② ２/1９（木）
脳力アップ！して認知症予防
◎「脳の健康度検査」実施します。※結果は次回③で説明します
認知症サポーター養成講座　　　　※寸劇でお楽しみ！

③ ２/2７（金）
転倒しない体づくり　と　ロコモ体操
講師：天寿苑　中村理学療法士
◎動きやすい服装でお越しください。

※資料の都合がありますので、参加を希望される方は申し込みください。
連絡先　保健福祉課　☎４８９－９９６０

国保野上厚生総合病院だより　　　 （職員紹介　）

野上厚生総合病院　看護部は総勢１６６名の看
護職員で構成されています。（平成 27年１月１日
現在）「やさしさと信頼」を基本理念に掲げ、安全
な医療・看護の提供と患者様のこころに寄り添っ
た接遇を心がけています。また、地域密着型の病
院として急性期から在宅療養まで支援できる看護
師の育成にも力を入れており、地域連携室（平成
26年 11月開設）・訪問看護部門・居宅介護支援事
業所との連携、その他多職種との協働で患者様の地域での生活を支えてい
きたいと思っています。
私たち看護部一同、野上厚生総合病院の一員として地域住民のみなさま
に貢献するという姿勢をもち続けていきます。困ったことなど、相談して
いただければお力になれることも沢山あると思います。いつでも、どこで
も気軽に声をかけてください。

３肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

平
成
26
年
度
中
に
満
40
歳

と
な
る
方
と
満
41
歳
以
上
と

な
る
方
で
過
去
に
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
診
（
Ｂ
型
、
Ｃ

型
）
を
受
け
た
こ
と
が
な
い

方
は
、
３
月
31
日
ま
で
医
療

機
関
に
て
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。事

前
申
し
込
み
が
必
要
で

す
の
で
、
詳
細
は
保
健
福
祉

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

看護部長　清
し み ず

水　多
た

津
づ

子
こ
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平
成
27
年
度
身
体
障
害
者
等
に
対

す
る
軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い

て
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
を
交
付
さ
れ
て

い
る
方
の
た
め
に
使
用
す
る
軽
自

動
車
等
（
原
動
機
付
自
転
車
、
軽

自
動
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
及
び

２
輪
の
小
型
自
動
車
）
で
一
定
の

要
件
を
満
た
す
場
合
は
、
障
害
者

の
方
１
人
に
つ
い
て
１
台
（
自
動

車
税
を
含
ん
で
１
台
）
に
限
り
、

申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
の
減
免

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

手
帳
要
件
等
詳
し
く
は
税
務
課

（
℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
５
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度
に
減
免
を
受
け
た

方
に
は
、
更
新
手
続
き
の
案
内
を

お
送
り
し
ま
す
。

［
免
除
申
請
］

■
申
請
場
所

税
務
課
・
美
里
支
所
住
民
室

■
受
付
期
間　

平
成
27
年
度
軽
自
動
車
税
減
免

の
申
請
は
、
平
成
27
年
２
月
２
日

（
月
）
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。
な

る
べ
く
お
早
め
に
（
３
月
中
）
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
尚
、
受
付
期

限
は
納
期
限
前
７
日
で
す
。

納
期
内
納
税
を
お
願
い
し
ま
す

平
成
27
年
１
月
１
日
よ
り
延
滞
金

の
年
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た

平
成
26
年
度
の

税
制
改
正
に
よ

り
、
国
税
延
滞
金

の
率
が
見
直
さ

れ
、
町
税
等
の
延

滞
金
も
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

改
正
に
よ
り
、

平
成
27
年
1
月
1

日
以
降
に
納
期
限

を
過
ぎ
た
税
金
等

に
か
か
る
延
滞
金

の
率
は
、
下
記
の

と
お
り
引
き
下
げ

ら
れ
ま
し
た
。

延
滞
金
は
、
納

期
限
ま
で
に
納
付

さ
れ
た
人
と
の
公

平
性
を
図
る
た
め

に
加
算
さ
れ
ま

す
。
納
期
限
を
過

～「
和
歌
山
市
町
村
合
同
公
売
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
～

【
公
売
会
】
と
は

「
公
売
」
と
は
、
町
税
等
の
滞

納
者
か
ら
差
し
押
さ
え
た
財
産
を

売
却
し
、
そ
の
売
却
代
金
を
未
納

分
に
充
て
る
手
続
き
で
、
裁
判
所

が
行
う
場
合
は
「
競
売
」
な
ど
と

呼
ば
れ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

公
売
は
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

会
場
で
行
う
動
産
の
公
売
会
は
県

下
初
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
よ
う
な
大
規
模
な
会
場

形
式
・
合
同
で
公
売
を
行
う
メ

リ
ッ
ト
は
、
多
く
の
集
客
を
得
ら

れ
る
こ
と
、
落
札
価
格
の
高
揚
、

参
加
自
治
体
の
負
担
の
軽
減
、
効

率
的
な
周
知
活
動
が
で
き
る
こ
と

等
に
な
り
ま
す
。
来
場
者
に
と
っ

て
も
、
品
数
・
種
類
が
多
く
、
公

売
物
件
を
直
接
見
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
よ
り
安
心
し
て
入
札
、

購
入
が
で
き
ま
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
和
歌
山
市
町
村
合
同
公
売
会
】

■
開
催
日

平
成
27
年
2
月
28
日
（
土
）

■
開
催
場
所　

和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛

１
階
展
示
ホ
ー
ル
（
和
歌
山
市

手
平
２
丁
目
１
‐
２
）

■
公
売
方
法　

入
札

■
受
付
・
開
場　

12
時
～
13
時

■
入
札
時
刻　

13
時
～
13
時
10
分

■
公
売
物
件　

テ
レ
ビ
、
ゲ
ー
ム

機
、
自
転
車
他
約
80
点

■
当
日
必
要
な
も
の　

①
購
入
代
金

②
印
鑑
（
認
印
で
可
、
法
人
の
場

合
は
代
表
者
印
）

③
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運

転
免
許
証
、健
康
保
険
証
な
ど
）

④
委
任
状
（
代
理
人
が
入
札
す
る

場
合
）

⑤
同
意
書
（
入
札
者
が
未
成
年
者

の
場
合
）

詳
細
は
、
和
歌
山
地
方
税
回
収

機
構　

℡ 

０
７
３
‐
４
２
２
‐

３
６
３
０
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

ぎ
る
と
延
滞
金
の
納
付
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
納
期
内
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

特
例
基
準
割
合
と
は
・
・
・
毎

年
、
財
務
大
臣
が
告
示
す
る
割
合

に
、
年
１
％
の
割
合
を
加
算
し
た

割
合
で
す
。

受
付
期
限
を
経
過
し
ま
す
と
減

免
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。　

■
必
要
な
書
類
等

印
鑑
・
身
体
障
害
者
手
帳
等
の

原
本
・
運
転
免
許
証
・
車
検
証
・

生
計
同
一
証
明
書
・
通
院
や
通
学

等
の
証
明
書
・
常
時
介
護
証
明
書

等

平成26年まで 平成27年1月1日以降 平成27年中の延滞金
納期限後１カ月
以内の場合 年2.9％ 特例基準割合＋1％ 2.8％

納期限後１カ月
を過ぎた場合 年9.2％ 特例基準割合＋7.3％ 9.1％

国民年金保険料の納付は、
口座振替が便利でお得です。

国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。
口座振替をご利用されますと、保険料が自動的に引き落とさ
れるので金融機関などに行く手間が省けるうえ、納め忘れもな
くとても便利です。
また、口座振替には、当月分保険料を当月末に振替納付する
ことにより月々５０円割引される早割制度や、現金納付よりも
割引額が多い６カ月前納・１年前納・２年前納もあり、大変お
得です。
口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、通帳、金
融機関届出印を持参のうえ、ご希望の金融機関または役場住民
課、美里支所住民室、年金事務所へお申し出ください。
なお、６カ月前納（４月～９月分）・１年前納・２年前納を
希望される場合は２月末日までにお申し込みください。

【問い合わせ】
住民課　　　　　℡ ４８９－５９０３
美里支所住民室　℡ ４９５－３４６４
和歌山西年金事務所お客様相談室　℡ ４４７－１６６０

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
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入札参加資格の申請等について
紀美野町が発注する建設工事、測量・建設コンサル

タント等、物品及び役務提供の平成２７年度分の入札
に参加される方は、入札参加資格審査申請書を提出し
ていただく必要があります。詳細については、町ホー
ムページに掲載しておりますのでご覧ください。また、
提出様式は企画管財課でも配布していますので必要な
方はお越しください。
１．提出先　　　企画管財課　 
２．申請書宛名　紀美野町長
３．受付期間　　平成２７年２月１日
　　　　　　　　～平成２７年２月２８日 

但し、土曜日・日曜日及び祝日・休
業日は除く
午前８時３０分から午後５時までの
間。但し、正午から午後１時までは
除く。

４．有効期間　　１年間（平成２７年４月１日
　　　　　　　　　　　　～平成２８年３月３１日）
※平成２６年度で申請書を提出している町内業者の方

は「法人住民税又は町・県民税」、固定資産税、軽自
動車税、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者
医療保険料及び町民税特別徴収分に未納のない証明
書及び建設工事にあっては審査申請時点で最新の改
正後の経営事項審査結果通知書・経営規模等評価結
果通知書・総合評定値通知書【写】を提出し、中間
審査を受けることで平成２７年度の１年間有効とな
ります。
■問い合わせ　企画管財課　℡４８９－５９１３ 

平成２７・２８年度　海南海草老人福祉施設事務組合
入札参加資格審査申請の受付について

海南海草老人福祉施設事務組合が発注する物品の製造・販
売等の入札に参加される方は下記内容を熟読のうえ、必ず期
限までに申請書及び必要書類を提出してください。
１．提出先及び問い合わせ先

〒 640-1121　和歌山県海草郡紀美野町下佐々 1408-7
番地

　　海南海草老人福祉施設事務組合　事務局
　　073 － 489 － 3631　
　　ＵＲＬ　http://www.yasuragien.com/
　　　（申請様式がダウンロードできます。）
２．申請書宛名　管理者　寺本　光嘉
３．受付期間　　平成２７年２月１日から平成２７年２月

２８日まで、但し、日曜日・土曜日及び祝日・休業日は
除く
午前８時３０分から午後５時までの間、但し、正午から
午後１時までは除く。

４．有効期間　　２年間（提出年度含む）
５．提出書類　　下表を参照のこと
６．提出方法　　持参及び郵送 ( 当日消印有効 ) でも可

提出を必要とする書類
●入札参加資格審査申請書 ●営業所一覧 ●委任状 ( 営業

所等での入札参加の場合 ) ●印鑑証明書 ( 写） ●使用印鑑届 
●納税証明書 ※「市町村税」と国税「消費税及び地方消費税」
及び「法人税」 ( 個人は所得税 ) 分とする。※直近１箇年分と
する。※写し可 ●商業登記簿謄本の写し ( 法人 ) 又は住民票
の写し ( 個人）
●営業許可証明書又は登録証明書 ( 写 ) ( 営業に必要な場合
に限る ) 

平成２７・２８年度　五色台広域施設組合
入札参加資格審査申請等について

１．提　出　先　〒６４０－１２５１　和歌山県海草
郡紀美野町国木原５７７番地４
五色台広域施設組合　事務局

（五色台聖苑内）
２．申請書宛名　五色台広域施設組合　管理者
３．受 付 期 間　平成２７年２月２日 ( 月 ) から

平成２７年２月２７日 ( 金 ) まで
（土曜日・日曜日及び祝日を除く）
午前８時３０分～午後５時まで

（正午から午後１時を除く）
４．有 効 期 間　２年間（平成２７年４月１日～平成

２９年３月３１日）
※平成２６・２７年度で申請書を提出している業者に

ついては、申請不要。ただし、建設工事にあっては
審査申請時点で最新の改正後の経営事項審査結果通
知書・経営規模等評価結果通知書・総合評定値通知
書【写】を提出していただく必要があります。

５．申 請 方 法　持参又は郵送
（郵送の場合は受付期間内必着）

６．問い合わせ先　五色台広域施設組合　事務局　
（五色台聖苑内）
ＴＥＬ ０７３－４８９－５５０５
ＵＲＬ http://goshikidai.jp

（申請様式がダウンロードできます。）

【１月の各戸配布の訂正について】
１月に各戸配布をさせていただいた『紀美野町保険通信』

の「３．国民健康保険に加入されている 70 歳未満の方の『限
度額適用認定証』・『限度額適用・標準負担額減額認定証』の
負担区分が変わります！」の内容に誤りがありました。

誤りがあったのは、平成 27 年 1 月 1 日から変更される自
己負担限度額の表で、正しくは次の表になります。皆様には
大変ご迷惑をおかけしましたことをお詫びするとともに、訂
正をさせていただきます。

【平成 27 年 1 月１日から】
負担
区分 ひと月当たりの限度額 所得区分 多数該当

ア 252,600円+
（総医療費－842,000円）×1％

旧ただし書所得901万円超
の世帯 140,100円

イ 167,400円+
（総医療費－558,000円）×1％

旧ただし書所得600万円超
901万円以下の世帯 93,000円

ウ 80,100円+
（総医療費－267,000円）×1％

旧ただし書所得210万円超
600万円以下の世帯 44,400円

エ 57,600円 旧ただし書所得210万円以下
の世帯 44,400円

オ 35,400円 住民税非課税世帯 24,600円

※旧ただし書所得とは、総所得金額等から基礎控除額33万円
を控除した額です。

※多数該当とは、同一世帯で1年間（直近12 ヶ月）の高額療養
費の該当回数が3回ある場合の4回目以降の額です。
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ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

教育委員会
　生涯学習課
　　TEL 489-5915
　学事・生涯学習室
　　TEL 495-9055

文化センター
　　TEL 495-9055

中央公民館
　　TEL 489-5915

小川地区公民館
　　TEL 489-4511

志賀野地区公民館
　　TEL 489-5145

セミナーハウス未来塾
　　TEL 498-0521

自然体験世代交流センター
　　TEL 495-3127

みさと天文台
　　TEL 498-0305

スポーツ公園管理棟
　　TEL 489-5368

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

～
紀
美
野
町
誕
生　

周
年
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
～

「
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
四
重
奏
団
コ
ン
サ
ー
ト
」

■
日
時　

３
月
29
日
（
日
）

　
　
　

19
時
開
演（
30
分
前
開
場
）

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料　

前
売
り　

２
，
０
０
０
円

当　

日　

２
，
５
０
０
円

※
前
売
り
に
て
完
売
の
場
合
、
当

日
券
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
お
早

め
に
!!

■
出
演　

Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
（
サ
ッ
ク

ス
）三
木
成
能（
ピ
ア
ノ
）ジ
ョ

ニ
ー
東
（
ド
ラ
ム
）
鳥
越
啓
介

（
ベ
ー
ス
）

■
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日　

２
月
12
日
（
木
）

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

中
央
公
民
館
、
小
川
・
志
賀
野

地
区
公
民
館
、文
化
セ
ン
タ
ー
、

美
里
支
所
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
真
国
・
国
吉
・
長
谷
毛

原
出
張
所

（
販
売
は
各
施
設
開
館
時
間
中
）

■
問
い
合
わ
せ　

文
化
セ
ン
タ
ー

10

■
日
時　

２
月
26
日
（
木
）

　
　
　
　

18
時
開
演

■
場
所　

中
央
公
民
館

17
時
45
分
か
ら
、
み
さ
と
天
文

台
長
に
よ
る
「
星
の
お
話
」
が
あ

り
ま
す
。

＊
入
場
無
料
（
整
理
券
必
要
!!
）

昔
な
が
ら
の
星
空
が
残
さ
れ
た

紀
美
野
町
で
は
、
今
で
も
天
の
川

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
満
天

の
星
空
の
下
、
夜
空
で
き
ら
め
く

星
に
永
遠
の
愛
を
誓
う
。
大
切
な

二
人
の
記
念
日
を
紀
美
野
町
全
体

で
「
お
も
て
な
し
」
し
ま
し
ょ

う
！
人
前
式
で
は
な
く「
星
前
式
」

の
結
婚
式
は
平
成
27
年
７
月
７
日

（
火
）
に
実
施
予
定
で
す
。

ご
協
力
頂
き
た
い
の
は
、
結
婚

式
や
結
婚
披
露
宴
な
ど
に
関
す
る

す
べ
て
の
事
柄
で
す
。
飲
食
業
だ

け
で
な
く
、
美
装
・
美
容
関
係
、

衣
装
や
会
場
、
工
芸
品
、
お
花
、

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
キ
、
パ
ン
、

お
菓
子
、
印
刷
、
カ
メ
ラ
マ
ン
、

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
送
迎
等
何
で
も

結
構
で
す
。
オ
ー
ル
紀
美
野
町
の

結
婚
式
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
企
画
へ
の
参
加
に
関
心
の

■
整
理
券
配
布
場
所　

中
央
公
民
館
、
小
川
・
志
賀
野

地
区
公
民
館
、文
化
セ
ン
タ
ー
、

美
里
支
所
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
真
国
・
国
吉
・
長
谷
毛

原
出
張
所

（
配
布
は
各
施
設
開
館
時
間
中
）

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

あ
る
方
に
向
け
て
、
説
明
会
を
実

施
し
ま
す
。
説
明
会
は
昼
と
夜
の

２
回
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
都
合

の
良
い
方
へ
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。た

だ
し
、会
場
が
異
な
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ま
ふ
る
っ
て
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
１
回
目

２
月
27
日
（
金
）
15
時
～　

本
庁
二
階
２
Ｂ
会
議
室

■
２
回
目

２
月
27
日
（
金
）
19
時
～　

中
央
公
民
館
二
階
視
聴
覚
室

■
問
い
合
わ
せ　

み
さ
と
天
文
台
・
中
央
公
民
館

第
33
回 

町
民
大
学
講
座

　
「
毎
日
を
と
こ
と
ん
愉
し
む
方
法
」

講
師 

武
田　

双
雲 

氏（
書
道
家
）　

紀
美
野
町
合
併
10
周
年
＆
天
文
台
オ
ー
プ
ン
20
周
年
特
別
企
画

　

★
星
ふ
る
里
の
結
婚
式
★

　
　
　
★
き
み
の
愛
de
お
も
て
な
し
★
★　

紀
美
野
町
の
皆
さ
ん
で
、
結
婚
式
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
や

業
者
さ
ん
を
大
募
集
！
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パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

【
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】

■
中
央
公
民
館

４
日　

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
応
援
旗

作
り

11
日　

お
休
み

18
日　

お
は
な
し
会

25
日　

あ
み
も
の
体
験
教
室

■
文
化
セ
ン
タ
ー

４
日　

お
は
な
し
会　

11
日　

お
休
み

18
日　

な
わ
と
び
大
会

25
日　

ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
大
会

■
日
時　

３
月
15
日
（
日
）
９
時
開
会
式

※
予
備
日
16
日
（
月
）

■
場
所　

ふ
れ
あ
い
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

■
内
容　

東
西
南
北
コ
ー
ス
36

ホ
ー
ル
の
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー

■
参
加
資
格

【
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
部
】

い
ず
れ
も
紀
美
野
町
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
協
会
主
催
の
大
会
に
お
い
て

次
項
に
該
当
す
る
方

①
25
年
度
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
部
」
優
勝

～
３
位
の
方

②
26
年
度
開
催
し
た
大
会
の
優
勝

者
③
25
年
度
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
ま

た
は
本
年
度
開
催
の
大
会
に
お

い
て
、
標
準
ス
コ
ア
（
２
ラ
ウ

ン
ド
合
計
ス
コ
ア
が
、
男
性
１

２
０
以
下
、女
性
１
３
２
以
下
）

を
ク
リ
ア
し
た
方

【
オ
ー
プ
ン
の
部
】

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
部
に
該
当
し

な
い
中
学
生
以
上
の
方

■
参
加
費　

１
，
５
０
０
円

■
申
し
込
み 

中
央
公
民
館
ま
た
は
文
化
セ
ン

タ
ー
へ
、
参
加
費
を
添
え
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
参
加

者
資
格
①
②
に
該
当
す
る
方
は
、

事
務
局
よ
り
招
待
状
を
お
送
り
し

ま
す
。

■
申
込
期
間　

２
月
16
日
（
月
）

～
３
月
６
日
（
金
）

■
そ
の
他　

小
雨
決
行
、
荒
天
延
期
（
態

度
決
定
６
時
）
・
申
込
み
後
の

キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ
い
て
は
、
受

付
期
間
中
は
全
額
返
金
、
そ
れ

以
降
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
１
０
０
冊
】

中
原
悠
雅
（
第
一
保
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
野
球
の
定
石
」
山
内
政
治
･
著

「
脱
・
限
界
集
落
株
式
会
社
」　

　

黒
野
伸
一
･
著

「
世
界
で
最
初
の
音
」
白
川
道
･
著

「
お
か
ら
レ
シ
ピ
」
堤
人
美
･
著

「
お
い
ぬ
さ
ま
」
荒
戸
里
也
子
･
作

「
十
二
支
の
ど
う
ぶ
つ
小
噺
」　

　

川
端
誠
･
作

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
荒
神
」　
　

宮
部
み
ゆ
き
･
著

「
一
人
っ
子
同
盟
」
重
松
清
･
著

「
品
の
あ
る
人
、
品
の
な
い
人
」

中
谷
彰
宏
･
著

「
子
ど
も
の
お
片
づ
け
」

橋
口
真
樹
子
･
著

「
う
な
ぎ
の
う
ー
ち
ゃ
ん
だ
い
ぼ

う
け
ん
」　
　

く
ろ
き
ま
り
･
作

「
ち
び
の
ミ
イ
が
や
っ
て
き
た
！
」

ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン
・
作

＊
図
書
室
休
室
の
お
知
ら
せ

中
央
公
民
館
お
よ
び
文
化
セ
ン

タ
ー
図
書
室
は
、
蔵
書
点
検
に
伴

い
、３
月
２
日（
月
）～
10
日（
火
）

の
期
間
休
室
い
た
し
ま
す
。

最
終
貸
出
日
は
３
月
１
日（
日
）

で
す
。
な
お
、
ま
だ
返
却
さ
れ
て

い
な
い
図
書
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

必
ず
中
央
公
民
館
ま
た
は
文
化
セ

ン
タ
ー
図
書
室
へ
返
却
し
て
く
だ

さ
い
。

「惜しくも準優勝…」
　　　応援ありがとうございました！
（第 88回全日本男子ホッケー選手権大会）
11月27日から12月7日まで、天理大学親里ホッ

ケー場で開催された全日本男子ホッケー選手権大
会で、箕島ホッケークラブが決勝戦まで勝ち進み
ました。

決勝は宿命の対決と申しますか、本年３度目の
めぐり合わせとなった、愛知県（名古屋フラーテル）
との対決となりました。

前半箕島の選手たちは果敢に相手チームのゴー
ルを脅かしましたが、チャンスを確実にものにし
た名古屋フラーテルチームが 1 対 0 で逃げ切り惜
しくも準優勝となりました。

この試合はＮＨＫでも中継され、
箕島クラブのゴールキーパーの活躍
が注目されていました。「紀の国わか
やま国体」での活躍が期待されます
ので、皆さまの応援よろしくお願い
します。

国体推進課（℡ 489―2700）　

じ
ど
う
か
ん
料
理
教
室

「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
！
」

■
日
時　

２
月
７
日
（
土
）

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　
中
央
公
民
館
調
理
実
習
室

■
共
催　

ほ
ん
の
森

■
講
師　

奥
山
美
有
紀
さ
ん

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

タ
オ
ル
・
マ
ス
ク
・
す
い
と
う
・

上
ぐ
つ

■
参
加
費　

２
０
０
円

■
対
象　

小
学
生
、
保
育
園
児
及

び
保
護
者
（
保
育
園
児
は
保
護

者
の
方
と
一
緒
に
参
加
お
願
い

し
ま
す
。）

※
先
着
30
名
ま
で

■
申
し
込
み　

２
月
３
日
（
火
）

ま
で
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

（
℡
４
８
９
‐
５
９
０
９
）

紀
美
野
町
初
！
第
九
＆
ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

岩
出
第
九
合
唱
団
第
一
回
公
演

■
日
時　

２
月
28
日
（
土
）

　

14
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

※
入
場
無
料

■
出
演

指
揮　
　
　

丹
埜　

一
樹

ソ
プ
ラ
ノ　

矢
倉　

愛

ア
ル
ト　
　

堀
内　

優
子

テ
ノ
ー
ル　

谷　

浩
一
郎

バ
リ
ト
ン　

松
澤　

政
也

合
唱　
　
　

岩
出
第
九
合
唱
団

ピ
ア
ノ　
　

加
藤　

英
雄

■
主
催　
き
み
の
音
楽
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

■
後
援　

紀
美
野
町
教
育
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ

き
み
の
音
楽
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
℡
４
９
５
‐
２
５
４
３
）

　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

　
展
示
（
公
民
館
２
階
）

２
月
か
ら
４
月
初
旬
ま
で

「
紀
美
野
写
真
ク
ラ
ブ
」
の
作

品
を
展
示
し
ま
す
。
皆
さ
ま
ぜ

ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。
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町
内
の
文
化
団
体
の
交
流
・
郷

土
文
化
の
向
上
発
展
・
明
る
い
町

づ
く
り
を
目
的
に
、「
春
の
文
化

協
会
展
・
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
」

日
頃
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し

て
会
員
相
互
の
協
力
と
連
携
の
も

と
盛
大
に
開
催
、
ま
た
会
員
研
修

（
博
物
館
・
美
術
館
見
学
等
）、
そ

の
他
、
文
化
祭
へ
の
参
加
、
海
草
・

有
田
地
方
文
化
協
会
の
芸
能
・
文

化
交
流
会
な
ど
…
各
部
の
事
業
以

外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

■
会
費　

１
，
０
０
０
円

　
（
１
人
１
サ
ー
ク
ル
）

■
現
在
加
入
団
体

写
真
・
俳
句
・
短
歌
・
木
彫
り
・

ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
・
洋
画
・
ち
ぎ

り
絵
・
茶
道
・
歌
謡
・
大
正
琴
・

詩
吟
・
舞
踊
・
囲
碁
・
将
棋

＊
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
お

電
話
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ 

生
涯
学
習
課

（
監
督
の
コ
メ
ン
ト
）

目
標
は
８
位
入
賞
と
町
１
位
で
す
。
今
年
も
長
期
に
渡
る
厳
し
い
練
習

を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
自
分
を
信
じ
、
仲
間
を
信
じ
て
、
紀
美
野
町

の
選
手
は
襷
を
ゴ
ー
ル
ま
で
運
ん
で
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

選
手
33
名
全
員
で
一
生
懸
命
走
り
ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

て
、
み
ん
な
で
ト
ラ
を
さ
が
し
に

行
く
こ
と
に
な
っ
た
ん
や
。

み
ん
な
で
か
ね
や
た
い
こ
を
鳴

ら
し
て
大
さ
が
し
し
た
ん
や
。

『
ト
ラ
よ
ー
。
お
ー
い
、
ト
ラ

よ
ー
。』

『
も
ど
れ
ー
。
帰
れ
ー
、
ト
ラ

よ
ー
。』
と
、
大
声
で
さ
け
ん
で
、

ど
ん
ど
ん
山
お
く
へ
入
っ
て
い
っ

た
ん
や
。
す
る
と
、ど
こ
か
ら
か
、

『
ト
ラ
は
鍋
谷
の
木
の
ち
ょ
っ

ぺ
。』と、

わ
れ
な
べ
の
よ
う
な
ど
な

り
声
が
聞
こ
え
た
ん
や
。

み
ん
な
は
、
鍋
谷
ち
ゅ
う
は
真

国
の
鍋
谷
の
こ
と
や
ろ
と
話
し
合

う
て
、
そ
こ
へ
急
い
だ
ん
や
。

す
る
と
、
ひ
ょ
っ
こ
り
ト
ラ
が

出
て
き
た
ん
や
て
。

『
お
う
、
ト
ラ
さ
ん
、
ど
こ
へ

行
っ
て
た
ん
よ
。』
と
み
ん
な
が

聞
く
と
、

『
天
狗
の
鼻
の
上
へ
乗
っ
て

い
っ
た
ん
よ
。』
と
言
う
ん
で
、

『
そ
う
か
、
ま
た
天
狗
の
鼻
の

上
へ
な
ん
か
、
よ
う
乗
っ
て
き
た

な
あ
。
天
狗
は
な
ん
に
も
言
わ
な

ん
だ
か
。』と
聞
い
た
ら
、ト
ラ
は
、

『
天
狗
は
、
今
何
を
食
い
た
い

ん
よ
、
っ
て
聞
く
ん
で
、「
す
ー

し
」
っ
て
言
う
た
ら
、
天
狗
は
え

ら
い
顔
し
て
「
す
ー
し
」
っ
と
ど

な
っ
た
ん
で
、
こ
り
ゃ
食
べ
ら
れ

た
ら
つ
ま
ら
ん
と
思
て
逃
げ
て
き

た
ん
や
。』
と
言
う
た
ん
や
て
。

今
で
も
悪
い
こ
と
す
る
と
、
天

狗
に
連
れ
て
い
か
れ
る
と
言
い
伝

え
ら
れ
て
る
そ
う
や
。

「
ト
ラ
さ
ん
」

（
の
か
み
の
民
話
よ
り
）

西
野
に
「
ト
ラ
さ
ん
」
と
い
う

男
の
子
が
お
っ
て
の
う
。

あ
る
ば
ん
の
こ
と
に
、
家
か
ら

出
て
、
ト
ラ
が
い
な
く
な
っ
て
し

も
た
ん
や
。
親
や
兄
弟
が
心
配
し

て
い
る
と
こ
へ
、
近
所
の
人
も
来

ー　わが町サークル　ー
「野上 JSC」

海南鋼管団地にサッカーをしたい子どもが９名、
それを指導したい若者が３名おり、その父兄の後押
しを受け昭和５８年に設立しました。
現在の部員数は１９名で、スポーツ公園内の人工
芝グラウンドを使用し、恵まれた環境でサッカーを
しています。わがチームの目標は、一番にサッカー
を楽しむことです。また、サッカーを通じて自主
性・協調性・忍耐力・マナーを養い、人間としての
基礎を身に付けることを目指しています。
サッカーをしてみたい・させてみたいなど、わが
チームに興味のある方は、土曜日・日曜日の９時か
ら１２時までの練習をぜひ見に来てください。
サッカーを通じて一緒に良い思い出を作りましょ
う！

【
選
手
団
紹
介
】

来
る
２
月
15
日
（
日
）
紀
三
井

寺
～
和
歌
山
県
庁
間（
21
．
１
㎞
、

10
区
間
）
で
開
催
さ
れ
る
第
14
回

和
歌
山
県
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア

駅
伝
大
会
に
今
年
も
２
チ
ー
ム
出

場
す
る
た
め
に
、
紀
美
野
町
選
手

団
は
昨
年
７
月
以
来
練
習
に
励
ん

で
き
ま
し
た
。
大
会
ま
で
残
り
わ

ず
か
と
な
り
ま
し
た
が
、
精
一
杯

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ

ま
の
あ
た
た
か
い
ご
声
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
当
町
チ
ー

ム
の
監
督
・
コ
ー
チ
・
選
手
は
以

下
の
通
り
で
す
。

【
監　

督
】　

大
岩
勝
良

【
コ
ー
チ
】　

北
広
海

　
　
　
　
　

丸
畑
明
彦　

　
　
　
　
　

松
原
司

【
選　

手
】

《
中
学
生
男
子
》

樋
瀬
光
稀　
　

向
翔
輝

池
本
真
賢　
　

水
越
陸

東
山
乃
重
瑠　

東
響
樹

樋
瀬
翔
希　
　

井
上
京
介

《
中
学
生
女
子
》

田
伏
菜
央　
　

吉
村
耀
璃

坂
口
美
瑠　
　

森
谷
澄
花

兵
頭
麻
央　
　

米
田
萌
恵

今
出
観
友　
　

井
川
千
生

大
薮
瑞
季

《
小
学
生
男
子
》

片
畑
弥
偲　
　

古
田
祐
也

河
本
陸　
　
　

宗
和
優
斗

山
﨑
優
斗　
　

山
﨑
陽
斗

中
西
祥
太
郎　

中
前
吉
広

《
小
学
生
女
子
》

森
下
日
和　
　

東
浦
史
歩

井
上
碧　
　
　

田
渕
美
沙
紀

西
谷
美
咲　
　

西
井
華
心

水
越
う
ら
ら　

静
川
桃
音

第
14
回
和
歌
山
県
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
争
大
会

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

　
　
　
　
　
　

そ
の
百
三

紀
美
野
町
文
化
協
会
へ
の

加
入
団
体
・
会
員
募
集
！
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  学校だより
　『体験を通して学ぶ　もちつき大会』

紀美野町立野上小学校
１２月１９日（金）、第３９回「もちつき大会」
を実施しました。民生・児童委員、共育ボランティ
ア、育友会生活人権部の皆さんのご協力のもと、保
育園児も招待し楽しい行事となりました。
正月を迎える伝統行事であった時代は過ぎ、対象
学年の５年生にとっても、臼と杵でのもちつきは初
めての体験という子がほとんどです。てほどきを受
け、補助していただきながら、最初はぎこちない手
つきでしたが、時間が経つにつれ力強くリズムよく
つけるようになってきました。熟練した大人の様子
を見ながら手水の仕方まで覚えようとする児童も現
れ、息を合わせ自分たちだけでつく光景。その技術
の習得の速さに驚きの声が上がりました。
好奇心を持ち挑戦しようとする子どもたちの姿
は、今も昔も変わりません。体験の機会が少なくなっ
てきたからこそ、あえてこのような行事が必要な時
代かもしれません。終了後、みんなで力を合わせ一
生懸命後片付けする姿も頼もしく感じました。

歌
　
の
　
小
　
道

初
景
色
ビ
ル
の
切
れ
目
の
海
荒
れ
て
　
　
　
　
　
　
　
湯
上
ひ
と
み

陵み
さ
さ
ぎの
き
は
ま
で
住
居
寒か

ん
も
う
で詣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
間
文
鳥

夜
回
り
の
暗
く
過
ぎ
行
く
過
疎
の
里
　
　
　
　
　
　
　
　
今
野
昭
子

正
月
や
染
め
ず
の
髪
に
帽
子
被き

て
　
　
　
　
　
　
　
　
口
井
ト
シ
子

振
舞
ひ
の
酒
は
甘
酒
初
詣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阪
口
早
苗

家
中
が
だ
ま
つ
て
し
ま
ふ
四
日
か
な
　
　
　
　
　
　
　
手
拝
な
を
み

煤す
す

逃
げ
も
仲
間
に
入
れ
て
草
野
球
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
　
廣

坪
庭
の
竹
を
騒
が
す
霙み

ぞ
れ

か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
谷
富
貴
子

声
揃
へ
春
の
七
草
始
業
式
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
根
利
子

冗
談
も
法ほ

ら螺
も
交
へ
て
年
忘
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
代
哲
郎

会
え
ば
す
ぐ
「
お
う
。」
と
笑
顔
で
十
年
の

　
　
　
　
　
隔
た
り
消
え
る
学と

も友
と
の
仲
は
　
　
　
　
　
吉
村
邦
彦

寒
き
夕
べ
鳴
き
つ
つ
高
く
飛
び
ゆ
け
る

　
　
　
　
　
夕
の
鴉か

ら
す

よ
家
路
を
急
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
角
谷
と
し
み

細
道
に
朽く

ち
は葉
の
に
ほ
う
午
後
の
陽
に

　
　
　
　
　
清
盛
山
の
紅
葉
明
る
き
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
西
葉
子

会
終
え
し
帰き

じ路
に
拾
ひ
し
団ど

ん
ぐ
り栗
を

　
　
　
　
　
ひ
と
り
の
部
屋
の
卓
上
に
置
く
　
　
　
　
　
河
野
昭
子

銀い
ち
ょ
う杏
葉ば

を
山
積
み
す
れ
ば
寺
庭
に

　
　
　
　
　
秋
の
別
れ
の
風か

ざ
お
と音
を
聞
く
　
　
　
　
　
　
西
佐
古
祐
子

錦き
ん
し
ゅ
う秋
に
燃
ゆ
る
寺
庭
銀い

ち
ょ
う杏
の
樹き

　
　
　
　
　
男ひ

と

立
ち
て
お
り
カ
メ
ラ
構
え
て
　
　
　
滝
垣
内
嘉
代
子

庭
の
辺べ

の
松
の
葉
先
に
光
る
つ
ゆ

　
　
　
　
　
初
春
寿ほ

ぎ
て
瑠る

璃り

色い
ろ

に
満
つ
　
　
　
　
　
梶
谷
美
瑳
子

裸は
だ
か
ぎ木
の
上
に
大
空
展ひ

ろ

が
り
て

　
　
　
　
　
浮
雲
ひ
と
つ
何ど

こ処
へ
流
る
る
　
　
　
　
　
　
寺
岡
幸
子

猪
ど
も
の
夕ゆ

う
げ餉
の
あ
と
か
芋
畑
は

　
　
　
　
　
根
こ
そ
ぎ
掘
ら
れ
あ
と
か
た
も
な
し
　
　
森
脇
伊
佐
子

三み

た

り

め

人
目
の
孫
も
成
人
式
む
か
へ

　
　
　
　
　
庭
の
南
天
ひ
と
き
わ
赤
し
　
　
　
　
　
　
山
田
ひ
ろ
子

孫
、
曾
孫
に
ぎ
や
か
な
り
し
正
月
も

　
　
　
　
　
過
ぎ
れ
ば
独
り
寒
さ
身
に
沁
む
　
　
　
　
　
森
下
峰
子

気
温
差
に
と
て
も
敏
感
歳
の
瀬
に

　
　
　
　
　
蕾
み
膨
ら
む
し
だ
れ
梅
か
な
　
　
　
　
　
小
根
田
牧
子

  天文台だより
　『木星の観望シーズン到来』
	 研究員　山内 千里
夕方、東の空にひときわ明るく輝いている星にお
気づきでしょうか。実はあれは木星です。２月～６
月頃まで夕方に見頃になっています。
木星は太陽系最大の惑星で、その直径は地球の約
11個分もあります。ですから、輝きも大きく夜空
で目立ち、惑星の中で最も簡単に双眼鏡や望遠鏡で
拡大して楽しめるのです。
お手持ちの双眼鏡でぜひ木星を覗いてみてくださ
い ( 肘をベランダの手すりで固定するなど、ぶれな
いようにする事が大切です )。写真１のように木星
の隣りに最大で 4つの衛星が簡単にみつかります。
双眼鏡の倍率は 7倍程度で十分です。
もちろん、みさと天文台の大型望遠鏡では写真２
のような木星の縞模様を見ることができます。その
日の状況によりますが、４本以上の縞や、縞がうねっ
ている様子が見えることがあります。
双眼鏡・望遠鏡で、木星の表面や衛星の位置が日々
変化する様子を楽しみましょう。

写真1: 双眼鏡で見た木星
(提供：stewartde)

写真2: 昨年12月24日の木星
(撮影: みさと天文台)
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本
年
も
春
の
火
災
予
防
運
動
実

施
に
伴
い
、
左
記
の
通
り
サ
イ
レ

ン
の
吹
鳴
を
い
た
し
ま
す
の
で
火

災
と
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

①
吹
鳴
日
時

平
成
27
年
３
月
１
日
（
日
）

午
前
７
時
00
分

②
吹
鳴
方
法

一
斉
（
１
分
間
）

尊
い
命
を
救
う
た
め
に
は
、
バ

イ
ス
タ
ン
ダ
ー(

傷
病
者
の
そ
ば

に
居
合
わ
せ
た
人)

に
よ
る
応
急

手
当
が
極
め
て
重
要
で
す
。
も
し

も
の
時
の
た
め
に
、
あ
な
た
も
受

講
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
尚
、
現
在

修
了
証
を
お
持
ち
の
方
で
前
回
受

講
し
て
か
ら
今
年
中
に
２
年
を
迎

え
る
方
は
、
再
講
習
を
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。

■
講
習
内
容

⑴
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

⑵
大
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

⑶
そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す
る

こ
と

■
講
習
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
の
３

時
間
講
習
で
す
。

■
講
習
場
所

　

紀
美
野
町
消
防
本
部

■
受
講
料   

無　

料

■
申
し
込
み
期
限

２
月
20
日
ま
で

■
申
し
込
み（
問
い
合
わ
せ
）先

紀
美
野
町
消
防
本
部

警
防
課
ま
で

（
℡
４
８
９
‐
６
３
０
２
）

■
そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団
体

で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
中
に
お
け
る
紀
美
野

町
消
防
署
管
内
の
火
災
・
救
急
・

救
助
の
出
動
件
数
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
26
年
中
の
火
災
出
動
件
数

は
４
件
で
、
前
年
に
比
べ
て
３
件

減
少
し
て
い
ま
す
。

火
災
種
別
で
み
る
と
、
建
物
火

災
２
件
、
そ
の
他
火
災
が
２
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

火
災
種
別
ご
と
の
出
動
件
数

建
物
火
災
・
・
・
２
件

そ
の
他
火
災
・
・
・
２
件

合　
　
　

計
・
・
・
４
件

平
成
26
年
中
の
救
急
出
動
件
数

は
合
計
５
８
２
件
で
、
前
年
に
比

べ
て
３
件
減
少
し
て
い
ま
す
。

事
故
種
別
ご
と
の
出
動
件
数
で

み
る
と
、
最
も
多
い
の
は
急
病
の

３
９
０
件
（
67
％
）
で
、
前
年
に

比
べ
18
件
減
少
し
て
い
ま
す
。
続

い
て
一
般
負
傷
の
97
件
（
17
％
）

で
、
前
年
に
比
べ
11
件
減
少
し
、

次
に
交
通
事
故
の
40
件
（
７
％
）

で
、
前
年
に
比
べ
て
15
件
増
加
し

て
い
ま
す
。

又
、
救
急
出
動
に
伴
い
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
を
要
請
し
搬
送
し
た
人

数
は
18
人
で
前
年
に
比
べ
て
５
人

増
加
し
て
い
ま
す
。
救
急
医
療
シ

ス
テ
ム
等
を
利
用
し
て
の
「
病
院

紹
介
」
は
１
４
６
件
で
前
年
に
比

べ
61
件
減
少
し
て
い
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
要
請
時
に
は
、

離
着
陸
場
に
於
い
て
医
師
に
よ
る

専
門
的
治
療
が
施
さ
れ
る
為
、
離

陸
ま
で
時
間
を
要
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
又
、
砂
ほ
こ
り
や
騒
音

等
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
尊
い
命
を
救
う

為
、
皆
様
方
の
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

事
故
等
に
よ
る
救
助
出
動
件
数

は
４
件
で
、
前
年
と
同
じ
件
数
に

な
っ
て
い
ま
す
。
内
訳
は
、
交
通

事
故
３
件
、
そ
の
他
の
事
故
１
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。

警
戒
出
動
・
そ
の
他
出
動
件
数
の

状
況警

戒
出
動
件
数
は
３
件
で
、
前

年
よ
り
３
件
増
加
し
て
い
ま
す
。

又
、
そ
の
他
出
動
は
24
件
で
、

前
年
よ
り
７
件
増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
。
内
訳
は
、
そ
の
他
の
災
害

13
件
、
焚
き
火
確
認
10
件
、
火
災

誤
認
１
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事故種別ごとの救急出勤件数

0

100

急病 交通事故 一般負傷 その他 合計

H25年
H26年200

300

400

500

600

12月の消防の動き
●火災発生件数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 32（　） 32（　）
一 般 負 傷
交 通 事 故 ２（　）

８（　）
２（　）
８（　）

６（　） ６（　）そ の 他
合 計 48（　） 48（　）
※（　）内については、ドクターヘリ搬送

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
３
月
８
日（
日
）

で
す

３
月
１
日
～
３
月
７
日

春
の
火
災
予
防
運
動

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
に
つ
い
て

火
災
出
動
件
数
の
状
況

救
急
出
動
件
数
の
状
況

救
助
出
動
件
数
の
状
況

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
も
う
い
い
か
い　

火
を
消
す
ま
で
は　

ま
あ
だ
だ
よ
」
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近年、食物アレルギーの人が多くなってきて、加工食品
にはアレルギー物質を含むことの表示が義務づけられてい
ます。表示義務のあるものは、えび・かに・小麦・そば・
卵・乳・落花生の７品目で、特定原材料となっています。

今回の材料は、桜えびと大豆で、アレルギー物質の特定
原材料とそれに準ずるものを用いますが、大豆は、たんぱ
く質・食物繊維等豊富に含み、生活習慣病の予防や免疫力
の向上に役立つ強い味方の食材として注目されています。
コトコト煮込む料理から手早く出来る料理へと変わってき
ていますが、時には時間をかけて手作りするのも、ほっこ
りと味わいのあるものになりますよ。

　

大豆の水煮
（材料）　　
　　大豆(乾)　２００ｇ　、 米のとぎ汁　１５００cc
（作り方）

１、大きめの鍋に大豆と米のとぎ汁を入れ、一晩お
く。（割れたり浮いてきたものは取り除く）

２、（１）の鍋をそのまま火にかけ、最初は強火で温
度を上げ、沸騰させないように弱火で2時間程茹
で、豆に芯が残らない柔らかさになったら火を止

めそのままおく。ゆで汁が冷めたら濁りが無くな
るまで流水にさらし、ざるに上げる。（出来上が
りの量は約４５０ｇ）

＊ 米のとぎ汁を使うと、豆が柔らかく戻り、短い時
間でもふっくらと茹で上がります。水煮豆は密封
容器に入れ冷蔵庫で保存し、煮込みやサラダ料理
等幅広く利用してください。

　

大豆の煮豆
（材料）　４人分　

水煮大豆　３００ｇ、 だし汁　８００cc、　
桜えび(干しえび代用 可)　適宜
薄口醤油　大さじ４、 砂糖　大さじ２、 
味醂　大さじ1/２　

（作り方）
１、大きめの鍋に水煮大豆とだし汁を入れ、最初は強

火、温度が上がってきたら沸騰させないよう弱火
にして３０分から４０分間コトコト煮てから、調
味料を加え、さらに１時間程煮る。

２、豆の煮汁がヒタヒタになる程度になれば桜えびを
加え３分間程煮て火を止め、そのまま冷まし味を
含ませる。

産業課より

活
い

き生
い

きレシピコーナー（第56回）

編 集 後 記
寒中お見舞い申し上げます。
一年で一番寒い時期を迎えます。特に、受験生の皆さんは健
康管理に十分注意をして、試験に臨んでください。また、15日（日）
には和歌山市で市町村対抗ジュニア駅伝競走大会が開かれ、
各市町村のたすきがつながれます。皆さん、紀美野町チームへの
声援よろしくお願いします。
頑張れ!!　受験生、紀美野町チーム！！

紀美野町の人口

（平成26年12月末現在）

紀美野町面積128.31km2

総人口………… 　9,839人
 …………　男　 4,566人
 …………　女　 5,273人
 …………数帯世 4,499世帯

日　 時 イベント名 開催場所所 問い合わせ（073）

4日（水）11:00 ～ 犬ねこの飼い方講習会【８日（日）・２２日（日） 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489－6500

 12日（木）・26日（木） 移動町長室 美里支所 総務課 489－5912

住民室 495－3471

15日（日）11:00 ～ 和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会 和歌山市 生涯学習課 489－5915

19日（木）13:00 〜 行政相談【～１５：００】 中央公民館 総務課 489－5912

美里支所 住民室 495－3471

26日（木）18:00 〜 第33回町民大学講座 中央公民館 生涯学習課 489－5915

２月
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こ
の
度
、
無
事
に
成
人
式
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
今
日
と
い
う
素
晴
ら

し
い
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
家
族
を
は
じ
め
恩
師
、
地

域
の
皆
様
が
温
か
く
見
守
り
、
支

え
て
下
さ
っ
た
お
陰
だ
と
心
よ
り

感
謝
致
し
ま
す
。

成
人
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
た
今
、
責
任
と
そ
の
重
み
を

感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

様
々
な
経
験
か
ら
得
る
学
び
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
社
会
に
貢
献
で

き
る
よ
う
励
み
た
い
と
思
い
ま

す
。成

人
式
と
い
う
素
晴
ら
し
い
日

を
迎
え
、
今
日
ま
で
を
振
り
返
る

と
、私
を
導
い
て
下
さ
っ
た
恩
師
、

友
人
、
そ
し
て
家
族
の
顔
が
浮
か

び
、
こ
の
場
を
借
り
て
改
め
て
感

謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

人
生
の
節
目
に
当
た
り
、
将
来

へ
の
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、

同
時
に
こ
れ
か
ら
の
様
々
な
経
験

へ
の
、
ま
た
成
長
す
る
自
分
へ
の

期
待
や
喜
び
も
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
こ
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
不
断
の
努
力
を
重

ね
、
社
会
の
一
員
と
し
て
日
々
成

長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
度
、
無
事
に
成
人
式
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
大
変

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
も
す
べ

て
今
ま
で
私
を
支
え
て
く
れ
た
両

親
や
周
り
の
人
々
の
お
陰
で
あ

り
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
至
ら
な
い

事
も
多
く
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

事
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
周
り

の
人
へ
の
感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
、

自
覚
と
責
任
感
を
持
っ
た
大
人
に

な
れ
る
よ
う
精
一
杯
努
力
し
て
い

き
た
い
で
す
。

成
人
式
を
迎
え
、
成
人
と
な
っ

た
こ
と
を
改
め
て
自
覚
し
ま
し

た
。
成
人
と
な
っ
た
こ
と
を
誇
り

に
思
う
と
共
に
、
社
会
の
一
員
と

な
り
責
任
あ
る
大
人
に
な
っ
た
事

を
心
得
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
見
守
っ
て

き
て
下
さ
っ
た
両
親
は
も
ち
ら

ん
、
身
の
周
り
の
方
々
に
も
御
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
立
派
な
社
会

人
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
社
会

に
貢
献
で
き
る
人
と
な
れ
る
よ
う

努
力
し
よ
う
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
成
人
を
迎
え
た
と
言

え
、
私
た
ち
二
十
歳
は
ま
だ
社
会

人
と
し
て
新
米
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に
、
も
う

少
し
時
間
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
一
人
前
の
社
会
人
と
な
る
ま

で
、
こ
れ
か
ら
の
成
長
を
見
守
っ

て
下
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

溝端菜摘さん（津川）

池上真登さん（動木）

長峯実咲さん（西野）

松本　諒さん（野中）

広　告

二十歳の
誓い

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

皆
さ
ん
は
責
任
あ
る
大
人
と
し
て
、
ま
た
、
社
会
の

一
員
と
し
て
新
た
な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
何
事
に
も
失
敗
を
恐
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

人
生
の
目
標
に
向
か
っ
て
し
っ
か
り
歩
ん
で
く
だ
さ
い
。

新
成
人
４
人
の
方
に
、
二
十
歳
の
抱
負
を
述
べ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。


